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中
国
茶
文
化
に
お
け
る
「
煎
茶
」
の
語
と
伝
統
の
形
成

高　

橋　

忠　

彦

（
中
国
古
典
学
）

要　
　

旨

　

唐
の
八
世
紀
に
至
り
、
喫
茶
文
化
が
急
速
に
普
及
し
、
全
国
に
流
行
し
、
そ
の
呼
称
と
し
て
、
新
し
く
「
煎
茶
」
の
語
が
登
場
し
た
。
煎
茶
法
を
洗
練
さ
せ
た
陸
羽
は
「
煮
茶
」
の
語
を
好
ん
だ

も
の
の
、「
煎
茶
」
の
方
が
定
着
し
、後
世
の
喫
茶
文
化
で
重
要
な
位
置
を
占
め
た
。
本
論
は
、こ
の
現
象
と
そ
の
原
因
を
、「
煎
」「
煮
」
な
ど
の
漢
字
の
語
義
を
分
析
な
が
ら
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
中
国
喫
茶
文
化
史
、
煎
茶
、
煮
茶
、
唐
代
の
茶
文
化
、
陸
羽
、
白
居
易

一　

問
題
の
所
在

　

中
国
の
喫
茶
文
化
は
、
製
茶
法
と
喫
茶
法
の
双
方
が
有
機
的
に
変
化
し
、
一
種
の
発
展
を

遂
げ
な
が
ら
、
時
代
ご
と
に
大
幅
な
変
化
を
示
し
て
き
た
。
も
と
よ
り
茶
文
化
は
物
質
を
基

盤
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
中
国
に
お
い
て
は
、
文
人
文
化
の
一
要
素
を
構
成
し
て
き

た
と
い
う
重
要
な
側
面
を
持
つ
。
し
た
が
っ
て
、
文
献
で
使
用
さ
れ
る
、
茶
文
化
を
記
述
す

る
「
術
語
」
が
、
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
発
展
変
化
し
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
も
、
中
国

の
伝
統
文
化
の
研
究
に
と
っ
て
は
、
重
要
な
問
題
と
な
る

）
1

（
注

。

　

そ
の
よ
う
な
言
葉
の
問
題
と
し
て
解
明
す
べ
き
こ
と
は
多
々
あ
る
が
、
こ
こ
で
問
題
に
し

た
い
の
は
、「
煎
茶
」
と
い
う
語
が
、
唐
か
ら
明
に
か
け
て
、
い
か
に
発
生
し
、
定
着
し
、

変
化
し
、
つ
い
に
は
「
伝
統
的
な
喫
茶
」
そ
の
も
の
を
言
い
表
す
語
と
な
っ
た
か
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
喫
茶
と
い
う
、
古
代
の
伝
統
に
は
存
在
し
な
い
、
新
興
の
文
化
が
、

い
か
に
し
て
文
人
生
活
を
代
表
す
る
も
の
に
ま
で
成
長
し
た
か
を
考
え
る
手
が
か
り
と
な
ろ

う
。

二　
「
煮
茶
」
と
「
煎
茶
」
の
位
相

　

a　

中
国
喫
茶
文
化
に
お
け
る
「
煮
る
茶
」
の
登
場

　

中
国
で
の
茶
の
使
用
は
古
代
よ
り
存
在
し
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
飲
用
に
使
用
す

る
と
い
う
事
実
は
、
文
献
的
に
は
前
漢
以
降
、
断
片
的
に
登
場
す
る
。
王
褒
の
「
僮
約
」
に

「
烹
茶
具
尽
（
茶
を
烹
て
具
尽
す
）」

）
2

（
注

と
い
う
言
葉
が
見
ら
れ
る
の
は
、
道
具
を
使
っ
て
茶
を

調
理
す
る
こ
と
を
述
べ
た
最
古
の
記
事
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
唐
以
前
の
喫
茶
資
料
の
大
半
は
、
陸
羽
（
733
〜
804
）
が
『
茶
経
』
七
之
事

）
3

（
注

に

ま
と
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
代
で
も
参
考
に
す
る
価
値
の
あ
る
資
料
で
あ
る
が
、
そ
れ
な

り
の
編
纂
意
図
と
資
料
的
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
た
め
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
問
題
の
あ
る
部

分
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
七
之
事
に
お
い
て
は
、
茶
を
加
工
飲
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

「
煮
」「
煎
」
の
み
で
、「
烹
」
は
見
ら
れ
な
い
。「
烹
」「
煮
」「
煎
」
の
語
義
の
差
に
つ
い
て

は
後
に
詳
述
す
る
が
、
煮
る
と
い
う
意
味
を
大
幅
に
共
有
し
た
同
義
語
の
類
と
い
う
こ
と
は

可
能
で
あ
る
。
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三
国
か
ら
南
北
朝
に
か
け
て
は
、
た
し
か
に
喫
茶
の
記
事
が
多
く
、
宴
席
で
飲
用
さ
れ
、

市
場
で
販
売
さ
れ
、
寺
院
で
客
に
出
さ
れ
、
家
庭
で
飲
ま
れ
る
な
ど
、
喫
茶
の
場
面
も
多
様

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
茶
飲
料
を
作
成
し
て
い
る
か
は
判
然
と

し
な
い
。
唯
一
、
七
之
事
に
引
く
『
広
雅

）
4

（
注

』
に
「
荊
巴
間
採
葉
作
餅
、
葉
老
者
餅
成
以
米
膏

出
之
。
欲
煮
茗
飲
、
先
炙
令
赤
色
、
搗
未
置
瓷
器
中
、
以
湯
澆
覆
之
、
用
葱
薑
橘
子

之
（
荊

巴
の
間
葉
を
採
り
て
餅
と
作
し
、葉
の
老
い
た
る
者
は
餅
成
り
て
米
膏
を
以
て
こ
れ
を
出
す
。

茗
飲
を
煮
ん
と
欲
す
れ
ば
、
先
ず
炙
り
て
赤
色
な
ら
し
め
、
末
に
搗
き
て
瓷
器
の
中
に
置
き
、

湯
を
以
て
こ
れ
に
澆
覆
し
、
葱
薑
橘
子
を
用
い
て
こ
れ
に

す
）」
と
あ
り
、
湖
北
・
四
川

間
の
喫
茶
習
慣
と
し
て
、
炙
っ
て
粉
に
し
た
固
形
茶
に
湯
を
か
け
、
葱
、
生
薑
、
橘
を
具
と

し
て
混
ぜ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
一
見
後
世
の
泡
茶
の
よ
う
に
、
湯
を
か
け
て
出
す
タ
イ
プ
の

喫
茶
法
に
見
え
る
が
、「
欲
煮
茗
飲
」
と
い
う
表
現
は
、
実
際
に
は
煮
る
過
程
を
と
も
な
う

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
記
事
以
外
に
は
、
唐
以
前
の
資
料
に
、「
茶
を
煮
る
」
と
い
う
意

味
を
著
す
「
煎
茶
」「
煮
茶
」
の
よ
う
な
表
現
は
あ
ま
り
見
え
な
い
。「
七
之
事
」
に
引
く
『
桐

君
録

）
5

（
注

』
に
「
巴
東
別
有
真
茗
茶
、
煎
飲
令
人
不
眠
。
俗
中
多
煮
檀
葉
并
大

李
作
茶
（
巴
東

に
別
に
真
の
茗
茶
有
り
、
煎
飲
す
れ
ば
人
を
し
て
眠
ら
ざ
ら
し
む
。
俗
中
に
多
く
檀
葉
并
び

に
大

李
を
煮
て
茶
と
作
す
）」
と
あ
る
の
は
、「
真
の
茗
茶
」
は
「
煎
飲
」
し
、
檀
や
大

李
は
「
煮
」
て
、
い
ず
れ
も
薬
用
の
飲
料
に
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
調

理
や
薬
用
の
茶
飲
料
は
存
在
し
て
も
、
純
粋
な
茶
は
未
発
達
で
あ
っ
た

）
6

（
注

。
調
理
や
薬
用
の
茶

が
、「
煎
」
や
「
煮
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
そ
れ
は
実
際
に
即
し
た

記
述
で
あ
っ
て
、
特
に
茶
と
限
定
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

b　

唐
詩
に
お
け
る
「
煮
茶
」「
煎
茶
」「
煮
茗
」「
煎
茗
」

　

唐
代
以
降
、「
煮
茶
」
と
「
煎
茶
」、
ま
た
「
茶
」
の
同
義
語
の
「
茗
」
を
用
い
た
「
煮
茗
」

と
「
煎
茗
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
言
い
方
は
、
唐
代
一
般

の
言
語
と
し
て
、
そ
の
意
味
内
容
に
、
共
時
的
な
差
異
は
あ
ま
り
存
在
し
な
い
と
い
っ
て
よ

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
や
、
位
相
差
が
存
在
す
る
か
否

か
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
、
ま
ず
『
全
唐
詩
』
を
資
料
と
し
て
、
詩
に
お
け
る
使
用
状

況
を
調
査
す
る

）
7

（
注

。
表
1
は
『
全
唐
詩
』
に
お
い
て
、「
茶
」
も
し
く
は
「
茗
」
が
用
い
ら
れ

て
い
る
部
分
（
原
則
と
し
て
聯
）
で
「
煮
」
が
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
例
を
全
て
挙

げ
た
も
の
で
あ
り
、
表
2
は
、
同
じ
く
「
煎
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
例
を
全
て
挙
げ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
煮
茶
」
は
27
例
、「
煎
茶
」
は
34
例
、「
煮
茗
」
は
17
例
、「
煎

茗
」
は
10
例
で
あ
る
。
数
の
差
は
あ
る
も
の
の
、い
ず
れ
も
充
分
な
使
用
数
が
認
め
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
四
種
の
表
現
に
つ
き
、
詩
の
内
容
か
ら
意
味
の
差
を
帰
納
す
る
の
は
き
わ
め
て
困

難
で
あ
る
。
表
現
さ
れ
て
い
る
喫
茶
の
場
面
、
た
と
え
ば
住
居
、
寺
院
、
山
中
な
ど
を
考
慮

し
て
も
、
そ
の
用
法
に
、
差
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
煎
茶
」
が
「
平
平
」、「
煮
茶
」
が
「
仄
平
」、「
煎
茗
」
が
「
平
仄
」、「
煮
茗
」

が
「
仄
仄
」
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
、「
茶
を
煮

る
」
と
い
う
同
じ
意
味
を
表
す
場
合
で
も
、
平
仄
の
都
合
で
四
種
の
表
現
を
使
い
分
け
た
こ

と
も
あ
り
う
る
こ
と
を
示
唆
す
る
だ
け
で
あ
り
、
四
者
の
意
味
の
体
系
に
は
関
わ
ら
な
い
こ

と
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
四
種
の
表
現
が
、
い
つ
頃
か
ら
詩
に
用
い
ら
れ
て
き
た
か
を
確
認
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
唐
以
前
に
茶
を
詩
に
詠
む
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
唐
詩

に
茶
が
登
場
す
る
の
は
、
古
詩
の
流
れ
を
引
く
と
い
う
よ
り
は
、
唐
に
な
っ
て
新
た
に
喫
茶

の
習
慣
が
流
行
し
て
以
降
、
詩
に
詠
ま
れ
だ
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、

「
茶
」
は
一
種
の
唐
代
の
流
行
語
・
新
語
で
あ
る
。

　

表
1
に
よ
れ
ば
、「
煮
茶
」
は
、
戴
叔
倫
（
732
〜
789
）
の
「
春
日
訪
山
人
」
に
見
え
る
の

が
古
く
、「
煮
茗
」
は
、
韋
応
物
（
736
〜
791
頃
）
の
「
澄
秀
上
座
院
」
や
岑
参
（
715
〜
770
）

の
「
聞
崔
十
二
侍
御
灌
口
夜
宿
報
恩
寺
」
に
見
え
る
の
が
古
い
。
い
ず
れ
も
八
世
紀
半
ば
か

ら
使
わ
れ
出
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
表
2
に
よ
れ
ば
、「
煎
茶
」
は
、張
籍
（
766
頃
〜
830
頃
）

の
「
送

師
」
に
見
え
る
。「
煎
茗
」
の
形
は
と
ら
な
い
が
、
杜
甫
（
712
〜
770
）
の
「
迴
櫂
」

に
は
す
で
に
「
強
飯
蓴
添
滑
、
端
居
茗
続
煎
（
強
飯
し
て
蓴
滑
を
添
え
、
端
居
し
て
茗
煎
る

を
続
く
）」
の
句
が
見
え
る
。「
煎
茗
」
そ
の
も
の
は
、
姚
合
（
816
年
の
進
士
）
の
詩
「
題
金

州
西
園
」
か
ら
見
え
る
。

　
「
茶
」
や
「
茗
」
の
字
が
唐
詩
に
詠
ま
れ
る
こ
と
も
、
実
は
古
く
な
く
、
蔡
希
寂
（
開
元

年
間
〈
713
〜
741
〉
の
進
士
）
の
「
登
福
先
寺
上
方
然
公
禅
室
（
然
公
は
湛
然
、
天
宝
年
間

〈
742
〜
756
〉
に
洛
陽
の
大
福
先
寺
に
居
た
僧
侶
）」
に
「
茶
果
」
の
語
が
見
え
、
王
維
（
699
頃

〜
761
）
の
詩
「
酬
黎
居
士
淅
川
作
」（
753
頃
の
作
）
に
「
茶
臼
」、「
酬
厳
少
尹
徐
舍
人
見
過
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不
遇
」
に
「
茶
椀
」、「
河
南
厳
尹
弟
見
宿
弊
廬
訪
別
人
賦
十
韻
」
に

「
茶
香
」
の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
王
維
の
場
合
は
、
単
に
茶
が
詠

わ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
喫
茶
の
流
行
が
す
で
に
見
ら
れ
る
と
い

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
茗
」
も
、王
維
の
「
贈
呉
官
」、孟
浩
然
の
「
清

明
即
事
」、
李
白
の
「
答
族
姪
僧
中
孚
贈
玉
泉
仙
人
掌
茶
」
な
ど
か

ら
使
用
さ
れ
、
い
ず
れ
も
開
元
・
天
宝
の
作
で
あ
る
。
つ
ま
り
初
唐

期
に
は
「
茶
」
も
「
茗
」
も
、
と
り
た
て
て
詩
に
使
う
に
ふ
さ
わ
し

い
言
葉
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

c　

唐
代
に
お
け
る
喫
茶
の
普
及
と
そ
の
呼
称

　

南
北
朝
時
代
に
は
喫
茶
は
南
朝
で
普
及
し
て
い
た
も
の
の
、
北
朝

で
は
南
方
の
文
化
と
し
て
、
む
し
ろ
軽
蔑
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
、『
洛
陽
伽
藍
記
』
の
記
事
か
ら
う
か
が
え
る

）
8

（
注

。
南
北
文
化
を

統
一
し
た
唐
代
に
な
っ
て
、
喫
茶
は
全
国
に
普
及
す
る
が
、
そ
の
時

期
や
経
緯
に
つ
い
て
は
、封
演
（
756
年
の
進
士
）
の
『
封
氏
聞
見
記
』

の
「
南
人
好
飲
之
、
北
人
初
不
多
飲
。
開
元
中
、
泰
山
霊
岩
寺
有
降

魔
禅
師
。
大
興
禅
教
。
学
禅
務
於
不
寐
、
又
不
夕
食
、
皆
許
其
飲
茶
。

人
自
懐
挾
、
到
処
煮
飲
。
従
此
転
相
倣
効
、
遂
成
風
俗
。
自
鄒
斉
滄

棣
、
漸
至
京
邑
。
城
市
多
開
店
舖
、
煎
茶
売
之
。
不
問
道
俗
、
投
銭

取
飲
。
其
茶
自
江
淮
而
来
。
舟
車
相
継
、
所
在
山
積
、
色
額
甚
多
。

楚
人
陸
鴻
漸
為
茶
論
、
説
茶
之
功
効
并
煎
茶
炙
茶
之
法
。
造
茶
具

二
十
四
事
、
以
都
統
籠
貯
之
。
遠
近
敬
慕
、
好
事
者
家
蔵
一
副
（
南

人
好
み
て
こ
れ
を
飲
み
、北
人
は
初
め
多
く
は
飲
ま
ず
。
開
元
中
に
、

泰
山
の
霊
岩
寺
に
降
魔
禅
師
有
り
。
大
い
に
禅
教
を
興
す
。
禅
を
学

ぶ
に
は
寐
ね
ざ
る
に
務
め
、
又
た
夕
食
せ
ず
、
皆
其
の
茶
を
飲
む
を

許
す
。
人
自
ら
懐
挾
し
、
到
る
処
に
煮
飲
す
。
此
よ
り
転
じ
て
相
い

倣
効
し
、
遂
に
風
俗
と
成
る
。
鄒
斉
滄
棣
よ
り
、
漸
く
京
邑
に
至
る
。

城
市
に
は
多
く
店
舖
を
開
き
、
茶
を
煎
て
こ
れ
を
売
る
。
道
俗
を
問

わ
ず
、
銭
を
投
じ
て
取
り
て
飲
む
。
其
の
茶
は
江
淮
よ
り
来
る
。
舟

表 1　『全唐詩』の茶詩に見える「煮」
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車
相
い
継
ぎ
、
所
在
に
山
積
し
、
色
額
甚
だ
多
し
。

楚
人
陸
鴻
漸
茶
論
を
為
し
、
茶
の
功
効
并
び
に
煎
茶

炙
茶
の
法
を
説
く
。
茶
具
二
十
四
事
を
造
り
、
都
統

籠
を
以
て
こ
れ
を
貯
う
。
遠
近
敬
慕
し
、
好
事
者
家

ご
と
に
一
副
を
蔵
す
）」
と
い
う
記
事
が
引
か
れ
る

こ
と
が
多
い
。

　

先
に
論
じ
た
、
唐
の
詩
に
お
い
て
、「
茶
」
や
「
煎

茶
」
な
ど
の
言
葉
が
八
世
紀
半
ば
に
は
じ
め
て
登
場

す
る
と
い
う
こ
と
も
、『
封
氏
聞
見
記
』
の
、
喫
茶

が
開
元
年
間
に
普
及
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
と

暗
合
す
る
の
で
あ
る
。

　

封
演
の
記
事
を
信
用
す
れ
ば
、
開
元
年
間
に
山
東

の
寺
院
で
行
わ
れ
て
い
た
喫
茶
法
が
民
間
に
普
及

し
、
両
都
で
茶
館
が
繁
栄
し
、
そ
れ
は
当
時
の
言
葉

で
「
煎
茶
」
と
表
現
さ
れ
た
、陸
羽
は
「
茶
論
」（
普

通
に
考
え
れ
ば
『
茶
経
』
の
こ
と
）
を
著
し
、「
煎
茶
・

炙
茶
の
法
」
を
説
い
た
（
要
す
る
に
洗
練
さ
せ
、
か

つ
宣
伝
し
た
）、
陸
羽
の
考
案
し
た
茶
器
セ
ッ
ト
も

流
行
し
た
、と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
、『
茶
経
』

で
「
炙
茶
」
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
、二
十
四
点
セ
ッ

ト
の
茶
器
を
記
述
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
と
こ
と
ご

と
く
一
致
す
る
が
、そ
れ
は
封
演
の
時
代
に
『
茶
経
』

が
普
及
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
だ
け
か
も
し
れ

な
い
。
こ
こ
で
、
も
っ
と
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の

は
、
陸
羽
の
喫
茶
法
が
、
そ
れ
以
前
の
喫
茶
法
と
ど

の
程
度
異
な
っ
て
い
た
か
、
ま
た
、
陸
羽
の
喫
茶
法

と
そ
れ
以
前
に
流
行
し
て
い
た
と
い
う
喫
茶
法
は
、

実
際
に
「
煎
茶
」
と
呼
ば
れ
た
か
否
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。『
全
唐
詩
』
か
ら
確
認
で
き
た
よ
う
に
、

開
元
の
頃
か
ら
、「
煎
茶
」
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い

表 2　『全唐詩』の茶詩に見える「煎」
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た
こ
と
は
大
い
に
あ
り
う
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
陸
羽
流
の
茶
を
限
定
的
に
呼
ん
だ
も
の
で

は
な
さ
そ
う
だ
し
、
陸
羽
の
『
茶
経
』
は
、「
煎
茶
」
と
自
称
し
て
い
な
い
。
そ
う
呼
ば
れ

て
い
た
と
し
た
ら
、
封
演
の
頃
に
な
っ
て
、
陸
羽
流
の
喫
茶
が
普
及
し
て
お
り
、「
煎
茶
」

の
呼
び
方
も
普
及
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
陸
羽
の
「
煎
茶
・
炙
茶
の
法
」
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た

か
、
そ
れ
は
『
茶
経
』
の
記
事
を
体
系
的
に
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る
。
そ
の

要
点
を
述
べ
れ
ば
、
一
、
餅
茶
（
茶
葉
を
平
た
く
固
め
て
乾
燥
さ
せ
た
も
の
）
を
一
旦
炙
っ

て
香
り
を
つ
け
る
、
二
、
喫
茶
の
直
前
に
、
餅
茶
を
割
り
砕
き
、
や
げ
ん
で
粉
末
に
し
て
お

く
、
三
、
炉
に
か
け
た

（
平
た
い
鍋
）
に
一
升
（
600
㏄
）
の
水
を
入
れ
る
、
四
、
湯
が
沸

き
始
め
て
、
一
沸
（
鍋
の
底
に
泡
が
生
じ
る
状
態
）
の
時
に
湯
に
塩
を
入
れ
る
、
五
、
湯
の

一
部
を
熟
盂
（
湯
冷
ま
し
）
に
移
す
、
六
、
二
沸
（
泡
が
連
な
っ
て
生
じ
る
状
態
）
の
時
に
、

湯
の
中
心
部
に
茶
の
粉
末
を
入
れ
る
、
七
、
三
沸
（
沸
騰
）
と
な
っ
た
ら
、
熟
盂
か
ら
冷
め

た
湯
を
戻
し
、

を
炉
か
ら
下
ろ
し
て
沸
騰
を
止
め
る
、
八
、
湯
の
表
面
に
華
（
泡
の
よ
う

な
も
の
）
が
生
じ
る
の
で
、
湯
と
華
を
合
わ
せ
て
碗
に
汲
み
出
し
、
客
に
ふ
る
ま
う
、
と
い

う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
『
茶
経
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
一
度
煮
た
茶
は
、
三
回
（
三
碗
）
汲
み
出
し
、
そ

れ
ぞ
れ
五
人
の
客
に
回
し
の
み
を
さ
せ
る
、
客
が
七
人
の
時
は
、
五
回
（
五
碗
）
ま
で
汲
み

出
す
、
六
碗
以
上
は
味
が
悪
い
の
で
飲
ん
で
は
い
け
な
い
、
な
ど
の
規
定
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
一
見
煩
雑
な
規
定
が
あ
る
の
は
、「
乗
熱
連
飲
（
熱
き
に
乗
じ
て
連
飲
す
）」（『
茶
経
』

五
之
煮
）、
す
な
わ
ち
茶
が
熱
く
、
さ
め
て
味
が
落
ち
な
い
う
ち
に
、
い
そ
い
で
客
に
公
平

に
茶
を
飲
ま
せ
る
と
い
う
精
神
に
よ
る
。
そ
の
た
め
に
、
碗
（『
茶
経
』
で
は
正
体
と
い
う

べ
き
古
字
の
「
盌
」
を
用
い
る
）
は
底
が
浅
い
も
の
を
用
い
る
。
茶
の
色
が
映
え
る
よ
う
に
、

越
窯
産
の
青
磁
を
用
い
る
べ
き
と
の
指
示
も
『
茶
経
』
四
之
器
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

陸
羽
は
自
ら
の
喫
茶
法
を
一
貫
し
て
「
煮
」
と
い
う
動
詞
で
記
述
し
て
お
り
、「
五
之
煮
」

と
い
う
章
題
を
つ
け
て
い
る
。
対
し
て
陸
羽
の
親
友
と
さ
れ
、
喫
茶
に
詳
し
い
釈
皎
然
は

「
烹
茗
」
と
い
う
表
現
を
好
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
「
答
裴
集
陽
伯
明
二
賢
各
垂
贈

二
十
韻
今
以
一
章
用
酬
両
作
」
に
は
「
清
宵
集
我
寺
、
烹
茗
開
禅
牖
（
清
宵
に
我
が
寺
に
集

ま
り
、
茗
を
烹
て
禅
牖
を
開
く
）」、「
陪
盧
判
官
水
堂
夜
宴
」
に
は
「
愛
君
高
野
意
、
烹
茗

釣
淪
漣
（
君
が
野
意
を
高
く
し
、
茗
を
烹
て
淪
漣
に
釣
る
を
愛
す
）」、
と
あ
る
。
湖
州
の
喫

茶
文
化
が
「
煮
茶
」
を
好
ん
で
使
用
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、『
全
唐
文
』
で
は
、「
煎
茶
」
に
つ
い
て
は
三
例
（
う
ち
一
例
は
張
又
新
の
著

す
「
煎
茶
水
記
」
の
題
名
）
見
え
、
顔
真
卿
（
709
〜
785
）
の
「
浪
迹
先
生
玄
真
子
張
志
和
碑

銘
」
に
引
く
道
士
張
志
和
（
730
頃
〜
810
頃
）
の
語
に
「
漁
僮
使
捧
釣
収
綸
、
蘆
中
鼓
枻
、
樵

青
使
蘇
蘭
薪
桂
、
竹
裹
煎
茶
（
漁
僮
に
は
釣
を
捧
げ
綸
を
収
め
、
蘆
中
に
て
枻
を
鼓
せ
し
む
、

樵
青
に
は
蘭
を
蘇す

き
桂
を
薪
に
し
、
竹
裹
に
て
茶
を
煎
し
む
）」
と
あ
り
、
道
士
が
召
使
い

に
命
じ
る
仕
事
の
一
つ
と
し
て
「
煎
茶
」
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
顔
真
卿
と
張
志
和
は
、

湖
州
で
陸
羽
と
交
遊
の
あ
っ
た
文
人
グ
ル
ー
プ
に
属
す

）
9

（
注

。「
煎
茗
」
は
『
全
唐
文
』
に
見
え

な
い
。

　
「
煮
茶
」
は
『
全
唐
文
』
に
二
例
（
う
ち
一
例
は
「
煎
茶
水
記
」
に
引
く
陸
羽
の
著
述
と

い
う
「
煮
茶
記
」
の
題
名
）
に
と
ど
ま
り
、
符
載
（
元
和
中
に
卒
し
た
人
物
）
の
「
襄
陽
張

端
公
西
園
記
」
に
、
山
の
庭
園
で
文
人
が
集
う
さ
ま
を
「
煮
茶
摘
果
、
動
至
酣
楽
（
茶
を
煮

て
果
を
摘
み
、
動
も
す
れ
ば
酣
楽
に
至
る
）」
と
述
べ
て
い
る
。「
煮
茗
」
も
一
例
、
李
観
が

大
暦
十
三
年
以
後
に
記
し
た
「
道
士
劉
宏
山
院
壁
記
」
に
、「
先
生
方
据
梧
長
嘯
、
煮
茗
留

客
（
先
生
は
方
に
梧
に
据
り
て
長
嘯
し
、
茗
を
煮
て
客
を
留
む
）」
と
あ
る
。
以
上
、『
全
唐

文
』
に
お
け
る
「
煎
茶
」
等
の
用
例
は
少
な
い
も
の
の
、
隠
者
（
道
士
）
が
茶
を
煮
る
行
為

を
、
さ
ま
ざ
ま
に
表
現
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
し
、
八
世
紀
半
ば
以
降
に
使
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。

　

唐
代
に
お
い
て
、
喫
茶
の
こ
と
を
文
章
で
述
べ
る
例
は
、
詩
に
比
べ
て
少
な
い
。
茶
は
、

新
興
の
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
中
唐
以
降
は
詩
語
の
一
部
を
構
成
し
、
文
人
文
化
に
参
入
し

つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

d　
「
煎
茶
」
の
一
般
化

　
『
全
唐
詩
』
だ
け
か
ら
は
、「
煎
茶
」
が
「
煮
茶
」
よ
り
優
勢
と
は
い
い
が
た
い
が
、
唐
代

の
状
況
を
全
般
的
に
考
え
る
と
、
茶
を
煮
る
と
い
う
行
為
は
、「
煎
茶
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
そ
の
根
拠
を
列
挙
す
る
。

　

一
、『
太
平
広
記
』
に
引
か
れ
る
唐
の
小
説
群
で
は
、
一
貫
し
て
「
煎
茶
」
が
使
用
さ
れ

て
お
り
、「
煮
茶
」
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
巻
67
「
妙
女
」（『
通
幽
記
』
に
出
ず
）

に
「
即
掃
室
添
香
、
煎
茶
待
之
（
即
ち
室
を
掃
き
香
を
添
え
、
茶
を
煎
て
こ
れ
を
待
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つ
）」、
巻
67
「
呉
清
妻
」（『
逸
史
』
に
出
ず
）
に
「
華
山
有
同
行
伴
五
人
、
煎
茶
湯

相
待
（
華
山
に
同
行
の
伴
五
人
有
り
、
茶
湯
を
煎
て
相
い
待
つ
）」、
巻
201
「
陸
鴻
漸
」

（『
伝
載
』
に
出
ず
）
に
「
鴻
漸
性
嗜
茶
、
始
創
煎
茶
法
（
鴻
漸
は
性
茶
を
嗜
み
、
始

め
て
煎
茶
の
法
を
創
る
）」、巻
251
「
鄭
光
業
」（『
摭
言
』
に
出
ず
）
に
「
既
蒙
取
水
、

又
使
煎
茶
（
既
に
水
を
取
る
を
蒙
り
、
又
た
茶
を
煎
し
む
）」、
巻
275
「
上
清
」（『
常

侍
旨
言
』
に
出
ず
）
に
「
以
善
応
対
、
能
煎
茶
、
数
得
在
帝
左
右
（
善
く
応
対
し
、

能
く
茶
を
煎
る
を
以
て
、数
ば
帝
の
左
右
に
在
る
を
得
た
り
）」、巻
385
「
崔
紹
」（『
河

東
記
』
に
出
ず
）
に
「
兼
通
寒
暄
、
問
第
行
、
延
升
階
与
坐
、
命
煎
茶
（
兼
ね
て
寒

暄
を
通
じ
、第
行
を
問
い
、延
き
て
階
に
升
ら
せ
与
に
坐
し
、茶
を
煎
じ
る
を
命
ず
）」

と
あ
る
。
陸
羽
の
記
事
を
別
と
す
れ
ば
、
全
て
が
客
を
も
て
な
す
た
め
に
茶
を
用
意

す
る
と
い
う
文
脈
で
あ
る
。「
煎
茶
」
が
召
使
い
の
技
術
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
わ
か
る
。
一
方
で
、『
太
平
広
記
』
巻
343
「
竇
玉
」（『
続
玄
怪
録
』
に
出
ず
）

に
「
銀
炉
煮
茗
方
熟
（
銀
炉
に
茗
を
煮
て
方
に
熟
す
）」
と
あ
る
の
は
、
炉
に
乗
せ

た
鍋
で
茶
を
煮
て
い
る
状
況
そ
の
も
の
を
描
写
す
る
表
現
で
あ
る
。『
太
平
広
記
』

に
「
煎
茗
」「
煮
茶
」
は
見
ら
れ
な
い
。

　

二
、
敦
煌
変
文
の
『
妙
法
蓮
華
経
講
経
文
』
に
も
、「
送
来
人
客
煎
茶
待
、
教
化
師
僧
把

捧
推
（
送
り
来
る
人
客
は
茶
を
煎
て
待
ち
、
教
化
の
師
僧
は
把
り
て
捧
推
す
）」
の

語
が
見
え
る
。
こ
れ
も
人
を
も
て
な
す
行
為
と
し
て
の
「
煎
茶
」
で
あ
り
、
一
と
軌

を
一
に
す
る
。

　

三
、
陸
羽
が
御
史
大
夫
李
季
卿
の
た
め
に
茶
を
煮
、
か
え
っ
て
侮
辱
さ
れ
て
「
毀
茶
論
」

を
著
し
た
と
い
う
有
名
な
伝
承
は
、『
封
氏
聞
見
記
』
な
ど
に
見
え
る
が
、
そ
こ
で

は
陸
羽
が
「
煎
茶
博
士
」
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
る
。

　

四
、
唐
末
に
張
又
新
が
茶
に
使
用
す
る
水
に
つ
い
て
の
専
著
た
る
『
煎
茶
水
記
』
を
表
し

た
。
中
で
陸
羽
自
身
が
水
論
を
記
し
た
書
物
は
「
煮
茶
記
」
と
題
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
書
名
は
「
煎
茶
水
記
」
で
あ
る
。
た
だ
し
、
書
名
自
体
は
後
世
に
改

め
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る

）
10

（
注

。

　

五
、『
全
唐
詩
』
巻
702
に
載
せ
る
張

の
「
夏
日
題
老
将
林
亭
」
に
「
井
放
轆
轤
閑
侵
酒
、

籠
開
鸚
鵡
報
煎
茶
（
井
は
放
た
れ
て
轆
轤
は
閑
か
に
酒
を
侵
し
、
籠
は
開
か
れ
て
鸚

鵡
茶
を
煎
る
と
報
ず
）」
と
あ
る
。
こ
れ
は
後
に
「
鸚
鵡
叫
煎
茶
、与
茶
元
不
識
（
鸚

鵡
煎
茶
と
叫
ぶ
も
、
茶
と
元
と
識
ら
ず
）」
と
い
う
形
で
、
圜
悟
克
勤
が
編
ん
だ
『
拈

八
方
珠
玉
集
』
に
、
正
覚
宗
顕
の
語
と
し
て
見
え
、
相
当
に
流
布
す
る
こ
と
と
な
る
。

鸚
鵡
は
意
味
も
わ
か
ら
ず
に
、
人
の
言
葉
を
模
倣
し
て
「
煎
茶
」
と
叫
ぶ
（
も
し
く

は
命
じ
る
）
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
鸚
鵡
が
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
叫
ぶ
と
さ
れ
た

の
は
、
主
人
が
客
を
も
て
な
す
た
め
に
、
召
使
い
に
命
ず
る
言
葉
と
し
て
「
煎
茶
」

と
い
う
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
傍
証
と
な
ろ
う
。

　

六
、
す
で
に
挙
げ
た
『
封
氏
聞
見
記
』
は
、
開
元
年
間
に
流
行
を
始
め
た
喫
茶
を
「
煎
茶
」

と
呼
ん
で
い
る
。

　

e　

白
居
易
の
茶

　

唐
代
に
「
煎
茶
」
の
語
を
優
勢
に
し
た
人
物
と
し
て
、白
居
易
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

白
居
易
は
唐
代
最
大
数
の
茶
詩
を
著
し
て
お
り

）
11

（
注

、
芸
術
上
の
評
価
は
別
と
し
て
も
、
よ
く
知

ら
れ
た
詩
人
で
あ
る
た
め
、
唐
と
そ
れ
以
降
の
文
人
へ
の
影
響
は
大
で
あ
る
。
表
一
に
示
す

よ
う
に
、
そ
こ
で
は
茶
を
煮
る
こ
と
を
常
に
「
煎
」
と
表
現
し
て
い
る
。「
郡
斎
暇
日
辱
常

州
陳
郎
中
使
君
早
春
晩
坐
水
西
館
書
事
詩
十
六
韻
見
寄
亦
以
十
六
韻
酬
之
」
に
「
徐
傾
下
薬

酒
、
稍

煎
茶
火
（
徐
ろ
に
傾
く
薬
を
下
す
の
酒
、
稍
ぼ

す
茶
を
煎
る
の
火
）」、「
蕭
員

外
寄
新
蜀
茶
」
に
「
蜀
茶
寄
到
但
驚
新
、
渭
水
煎
来
始
覚
珍
（
蜀
茶
寄
せ
到
り
て
但
だ
新
し

き
に
驚
き
、渭
水
煎
じ
来
り
て
始
め
て
珍
な
る
を
覚
ゆ
）」、「
春
末
夏
初
閑
遊
江
郭
二
首　

一
」

に
「
嫩
剥
青
菱
角
、
濃
煎
白
茗
芽
（
嫩
に
し
て
剥
く
青
き
菱
角
、
濃
く
煎
る
白
き
茗
芽
）」、

「
新
昌
新
居
書
事
四
十
韻
因
寄
元
郎
中
張
博
士
」
に
「
蛮

来
方
瀉
、
蒙
茶
到
始
煎
（
蛮

来
り
て
方
に
瀉
ぎ
、
蒙
茶
到
り
て
始
め
て
煎
る
）」、「
晩
起
」
に
「
融
雪
煎
香
茗
、
調
酥
煮

乳
糜
（
雪
を
融
し
て
香
茗
を
煎
、
酥
を
調
え
て
乳
糜
を
煮
る
）」、「
池
上
逐
涼
二
首　

二
」

に
「
櫂
遣
禿
頭
奴
子
撥
、
茶
教
纖
手
侍
児
煎
（
櫂
は
禿
頭
の
奴
子
を
し
て
撥
せ
し
め
、
茶
は

纖
手
の
侍
児
を
し
て
煎
し
む
）」
と
あ
る
。「
山
泉
煎
茶
有
懐
」
と
題
し
た
詩
す
ら
存
在
す
る
。

ち
な
み
に
、
題
に
「
煎
茶
」
の
語
を
用
い
た
詩
は
、『
全
唐
詩
』
で
は
他
に
成
彦
雄
（
五
代

末
の
人
）
に
一
作
あ
る
の
み
で
あ
る
。
逆
に
白
居
易
が
「
煮
」
を
用
い
た
茶
詩
は
、「
清
明

日
送
韋
侍
御
貶
虔
州
」
に
「
留
餳
和
冷
粥
、
出
火
煮
新
茶
（
餳
を
留
め
て
冷
粥
に
和
し
、
火

を
出
し
て
新
茶
を
煮
る
）」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
「
煎
」
が
多
い
と
、
単
に
平

仄
の
た
め
と
は
考
え
ら
れ
ず
、白
居
易
が
好
ん
で
「
煎
」
を
用
い
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

一
方
で
、
白
居
易
の
書
い
た
散
文
に
お
い
て
は
、
茶
（
茗
）
が
登
場
す
る
こ
と
自
体
が
少
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な
い
上
に
、
そ
の
意
味
が
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、「
三
月
三
日
謝
恩
賜
曲
江
宴
会
状
」

と
「
謝
恩
賜
茶
果
等
状
」
に
「
茶
果
」
の
語
が
見
え
、
い
ず
れ
も
高
官
に
下
賜
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。「
祭
中
書
韋
相
公
文
」
の
「
茶
果
之
奠
」
は
、死
者
を
ま
つ
る
供
物
で
あ
る
し
、「
草

堂
記
」
で
廬
山
の
草
堂
の
落
成
供
養
に
僧
侶
を
招
い
た
こ
と
を
述
べ
、「
具
斎
施
茶
果
以
落

之
（
斎
施
茶
果
を
具
し
て
以
て
こ
れ
を
落
す
）」
と
記
す
の
は
、
布
施
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

儀
礼
的
な
「
茶
果
」
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、「
論
行
営
状
」
の
「
茶
塩
估
価
」、

「
白
蘋
洲
五
亭
記
」
と
「
唐
故

州
刺
史
贈
礼
部
尚
書
崔
公
墓
志
銘
并
序
」
の
「
茶
法
」
は
、

い
ず
れ
も
国
家
が
専
売
し
て
い
る
茶
の
こ
と
で
あ
る
。
儀
礼
的
な
茶
も
、
経
済
的
な
茶
も
、

白
居
易
が
詩
に
詠
ん
だ
、
個
人
的
に
愛
好
す
る
茶
と
は
無
縁
の
存
在
で
あ
る
。
唯
一
の
例
外

が
、
同
じ
「
草
堂
記
」
の
「
又
有
飛
泉
植
茗
、
就
以
烹

、
好
事
者
見
可
以
永
日
（
又
た
飛

泉
植
茗
有
り
、
就
き
て
以
て
烹

す
れ
ば
、
好
事
者
見
て
以
て
日
を
永
う
べ
し
）」
で
あ
る
。

草
堂
に
茶
が
植
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
香
爐
峰
下
新
卜
山
居
草
堂
初
成
偶
題

東
壁
、
重
題
」
第
二
首
に
全
く
同
じ
内
容
が
、「
長
松
樹
下
小
渓
頭
、
班
鹿
胎
巾
白
布
裘
。

薬
圃
茶
園
為
産
業
、
野
麋
林
鶴
是
交
遊
。
雲
生
澗
戸
衣
裳
潤
、
嵐
隠
山
廚
火
燭
幽
。
最
愛
一

泉
新
引
得
、
清
泠
屈
曲
繞
階
流
（
長
松
樹
の
下
小
渓
の
頭
、
班
鹿
胎
の
巾
白
布
の
裘
。
薬
圃

茶
園
は
産
業
為
り
、
野
麋
林
鶴
は
是
れ
交
遊
た
り
。
雲
は
澗
戸
に
生
じ
て
衣
裳
潤
い
、
嵐
は

山
廚
を
隠
し
て
火
燭
幽
か
な
り
。
最
も
愛
す
一
泉
新
た
に
引
き
得
、
清
泠
と
し
て
屈
曲
し
階

を
繞
り
て
流
る
る
を
）」
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
隠
逸
生
活
の
そ
え
も
の
と

す
る
た
め
の
茶
で
あ
る
。
他
の
七
例
が
「
茶
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
こ
で
「
茗
」
が
使
わ

れ
て
い
る
の
は
、
植
物
の
イ
メ
ー
ジ
を
帯
び
て
い
る
と
も
と
れ
る
。
要
す
る
に
、
白
居
易
の

散
文
の
世
界
で
は
、
私
的
な
茶
に
言
及
す
る
の
は
例
外
的
な
の
で
あ
る
。

三　
「
煮
」
と
「
煎
」
の
差
異

　

a　
「
煮
」
と
「
煎
」

　
「
煎
茶
」
と
「
煮
茶
」
に
関
す
る
問
題
を
さ
ら
に
深
く
考
え
る
た
め
に
は
、「
煎
」
と
「
煮
」

の
字
義
に
本
質
的
に
ど
の
よ
う
な
差
異
が
存
在
す
る
か
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
両

者
は
一
種
の
同
義
語
で
あ
り
、
例
え
ば
、
茶
を
鍋
で
煮
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
意
味
す
る

場
合
、「
煎
茶
」
と
「
煮
茶
」
の
い
ず
れ
も
可
能
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
有
名
な
曹
植
の
「
七
歩
の
詩
」（『
世
説
新
語
』
文
学
）
を
見
て

み
よ
う
。

　
　

煮
豆
持
作
羹
、
漉
菽
以
為
汁
。

　
　

在
釜
下
然
、
豆
在
釜
中
泣
。

　
　

本
是
同
根
生
、
相
煎
何
太
急
。

　
　
（
豆
を
煮
て
持
て
羹
と
作
し
、
菽
を
漉
し
て
以
て
汁
と
為
す
。

　
　
　

は
釜
の
下
に
在
り
て
然
え
、
豆
は
釜
の
中
に
在
り
て
泣
く
。

　
　
　

本
是
れ
根
を
同
じ
く
し
て
生
ず
る
に
、
相
い
煎
る
こ
と
何
ぞ
太
だ
急
な
る
。）

　

詩
の
意
味
は
説
明
を
要
し
な
い
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
同
じ
詩
に
「
煮
」

と
「
煎
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
脈
か
ら
意
味
に
違
い
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。「
煮
豆
持
作
羹
」
の
「
煮
」
は
、
料
理
の
た
め
に
豆
を
煮
て
柔
ら
か
く
す
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、「
相
煎
何
太
急
」
は
、
釜
の
中
の
豆
が
、
な
ぜ
あ
な
た
は
私

を
そ
ん
な
に
ひ
ど
く
煮
詰
め
る
の
か
、
と
訴
え
る
語
で
あ
る
。
こ
の
「
煎
」
は
、「
煮
」
と

全
く
同
じ
事
柄
を
意
味
し
な
が
ら
も
、
対
象
に
作
用
を
与
え
る
点
を
強
調
し
て
い
る
。「
相

煎
」
と
い
う
表
現
は
成
立
し
て
も
、「
相
煮
」
と
い
う
表
現
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
差
異
が
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

以
上
の
「
煎
」
の
字
義
か
ら
、
唐
の
開
元
以
降
に
急
速
に
流
行
し
た
喫
茶
法
が
「
煎
茶
」

と
呼
ば
れ
た
理
由
を
推
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
も
と
よ
り
断
言
は
で
き
な
い
が
、『
封
氏

聞
見
記
』
の
述
べ
る
流
行
の
経
緯
を
見
る
と
、
人
々
が
至
る
と
こ
ろ
で
「
煎
飲
」
し
た
と
あ

り
、
都
市
の
茶
館
で
出
し
た
茶
で
あ
る
。
ま
た
唐
代
の
資
料
全
体
を
通
し
て
、
来
客
を
も
て

な
す
茶
と
の
性
格
が
強
い
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
推
測
す
る
に
、
そ
の
場
で
鍋
で
煮
る
即
席
の
茶
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で

「
煎
茶
」
と
呼
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
煎
」
は
、
薬
学
的
な
文
脈
で
は
、「
煮
」
よ
り

長
期
間
煮
詰
め
る
と
い
う
意
味
に
も
な
る
が
、
そ
の
意
味
は
単
純
で
は
な
い
。「
煎
」
が
、

強
火
で
煮
詰
め
る
と
い
っ
た
意
味
に
も
な
り
得
る
こ
と
は
、
後
文
で
論
ず
る
。

　

b　
「
煮
」
の
語
義
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「
煎
」
と
「
煮
」
の
用
法
上
の
差
異
は
、
本
質
的
に
は
、
語
義
の
差
異
に
由
来
す
る
と
思

わ
れ
る
。
ま
ず
、「
煮
」
は
、『
周
礼
』
天
官
・
亨
人
に
「
亨
人
掌
共
鼎

、
以
給
水
火
之
斉
。

職
外
、
内

之
爨
亨
煮
、
弁
膳
羞
之
物
（
亨
人
は
掌
鼎

を
共
し
、
以
て
水
火
の
斉
を
給
す

る
を
掌
る
。
職
外
に
、
内

の
爨
亨
煮
に
、
膳
羞
の
物
を
弁
ず
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
古
代

か
ら
調
理
の
一
形
態
で
あ
り
、
竈
で
物
を
煮
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
『
説
文
解
字
』
に
「

、

也
」
と
あ
り
、「
煮
」
は
「

」
の
異
体
、「

」
は
「
亨
」

の
異
体
で
あ
る
か
ら
、「
煮
」
の
古
義
は
、
祭
祀
の
鼎
で
供
物
を
煮
て
神
に
捧
げ
る
と
い
う

よ
う
な
、重
い
意
味
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
玄
応
『
一
切
経
音
義
』
巻
16
「
烹
鴈
」

注
に
引
く
『
方
言
』
に
は
、「
凡
煮
於

中
曰
烹
、
於
鼎
曰
煮
（
凡
そ

中
に
於
い
て
煮
る

を
烹
と
曰
い
、鼎
に
於
い
て
す
る
を
煮
と
曰
う
）」
と
あ
り
、「
鼎
で
煮
る
」
こ
と
と
し
て
、「

」

（
脚
の
無
い
鼎
）
で
煮
る
「
烹
」
と
の
差
異
を
示
す
よ
う
な
定
義
づ
け
も
あ
る
。
も
と
よ
り

後
世
は
、
一
般
に
広
く
煮
る
こ
と
を
示
す
よ
う
に
な
り
、「
烹
」
の
同
義
語
と
し
て
機
能
す

る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
者
」
と
「
火
」
を
組
み
合
わ
せ
た
字
の
成
り
立
ち
に

つ
い
て
は
、
明
確
な
説
明
は
で
き
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
「
煮
」
に
は
独
特
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
付
せ
ら
れ
て
い
く
よ
う
に
見
え
る
。

そ
れ
を
用
例
か
ら
た
ど
っ
て
み
よ
う
。
ま
ず
、『
淮
南
子
』
泰
族
の
「
繭
之
性
為
糸
、
然
非

得
工
女
煮
以
熱
湯
而
抽
其
統
紀
、
則
不
能
成
糸
（
繭
の
性
は
糸
を
為
す
、
然
れ
ど
も
工
女
を

得
て
煮
る
に
熱
湯
を
以
て
し
て
そ
の
統
紀
を
抽
い
ず
る
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
糸
を
成
す
こ
と

能
わ
ず
）」
が
繭
を
煮
る
こ
と
を
い
う
の
で
、
す
で
に
料
理
か
ら
離
れ
て
い
る
。
も
の
を
煮

て
柔
ら
か
く
す
る
と
い
う
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
る
傾

向
が
み
ら
れ
る
。『
論
衡
』
道
虚
篇
の
「
黄
之
与
白
、

猶
肉
腥
炙
之
燋
、
魚
鮮
煮
之
熟
也
（
黄
の
白
と
は
、
猶

お
肉
腥
な
る
も
こ
れ
を
炙
れ
ば
燋
げ
、
魚
鮮
な
る
も
こ

れ
を
煮
れ
ば
熟
す
る
が
ご
と
し
）」
で
は
、「
煮
」
と

「
熟
」
を
互
文
に
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、曹
植
の
「
釈

疑
論
」
の
「
令
甘
始
以
薬
含
生
魚
、而
煮
之
于
沸
脂
中
。

其
無
薬
者
、
熟
而
可
食
。
其
銜
薬
者
、
遊
戯
終
日
、
如

在
水
中
也（
甘
始
を
し
て
薬
を
以
て
生
魚
に
含
ま
し
め
、

こ
れ
を
沸
脂
の
中
に
煮
せ
し
む
。
そ
の
薬
無
き
者
は
、

熟
し
て
食
う
べ
し
。
そ
の
薬
を
銜
む
者
は
、
遊
戯
す
る

こ
と
終
日
、
水
中
に
在
る
が
ご
と
し
）」
と
論
旨
が
似
て
い
る
。
こ
の
両
例
で
は
、「
煮
」
は
、

水
や
油
で
煮
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
魚
に
火
が
通
る
こ
と
を
強
調
す
る
。『
斉
民
要
術
』
の
よ

う
な
料
理
書
に
お
い
て
も
、
豆
や
肉
を
柔
ら
か
く
な
る
ま
で
煮
る
意
で
用
い
、
時
に
は
汁
を

取
る
た
め
に
煮
る
意
に
な
る
。
な
お
、
表
3
に
示
す
ご
と
く
、
同
書
で
は
「
煮
」
は
「
沸
」

と
と
も
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、「
三
沸
」
の
時
間
「
煮
」
る
と
い
う
表
現
が
多
い
。

こ
れ
は
上
述
し
た
『
茶
経
』
の
三
沸
の
発
想
と
、
厳
密
に
は
意
味
が
違
う
が
、
表
現
と
し
て

は
暗
合
す
る
。
ま
た
、
陶
弘
景
の
「
本
草
集
注
序
」
に
も
「
煮
両
三
沸
」
と
い
う
表
現
が
た

び
た
び
見
え
、「
煮
」
が
、「
三
沸
」
と
結
び
つ
く
こ
と
が
自
然
で
あ
る
こ
と
の
傍
証
と
な
る
。

　

い
く
つ
か
補
足
し
よ
う
。
唐
詩
な
ど
に
、
道
士
の
描
写
と
し
て
、「
煮
石
」
と
か
「
煮
白

石
」
と
か
い
う
表
現
が
多
く
、例
え
ば
韋
応
物
の
「
寄
全
椒
山
中
道
士
」
に
「
澗
底
束
荊
薪
、

帰
来
煮
白
石
（
澗
底
に
荊
薪
を
束
ね
、
帰
り
来
り
て
白
石
を
煮
る
）」
と
あ
る
。
こ
れ
も
、「
本

来
堅
い
も
の
で
あ
る
石
を
煮
て
柔
ら
か
く
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
は
違
い
な
い
。
以
上
の
事

例
か
ら
考
え
る
と
、「
煮
」
と
い
う
行
為
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
煮
ら
れ
る
対
象

に
よ
く
火
が
通
る
こ
と
、
柔
ら
か
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。

　

一
方
で
「
煮
」
は
古
く
か
ら
、
製
塩
の
た
め
に
海
水
を
煮
詰
め
る
と
い
う
意
味
に
も
用
い

ら
れ
る
。『
管
子
』
地
数
の
「
夫
楚
有
汝
漢
之
金
、
斉
有
渠
展
之
塩
、
燕
有
遼
東
之
煮
（
夫

れ
楚
に
は
汝
漢
の
金
有
り
、
斉
に
は
渠
展
の
塩
有
り
、
燕
に
は
遼
東
の
煮
有
り
）」、
塩
鉄
論

の
「
冶
鉄
煮
塩
」、「
煮
海
為
塩
」
な
ど
、
そ
の
例
は
多
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、「
煎
」
に

は
煮
詰
め
る
意
味
が
強
い
の
で
、
そ
の
ほ
う
が
製
塩
の
表
現
に
向
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
る

が
、「
鍋
で
煮
る
」
行
為
そ
の
も
の
を
表
現
す
る
の
に
は
、「
煮
」
が
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

c　
「
煎
」
の
語
義

　

次
に
「
煎
」
は
、
古
く
か
ら
、
単
に
煮
る
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
煮
詰
め
る
意
味
に
用
い

ら
れ
る
。
こ
れ
も
調
理
用
語
で
あ
り
、『
周
礼
』
天
官
・
内

に
「
内

掌
王
及
后
、
世
子

膳
羞
之
割
亨
煎
和
之
事
（
内

は
王
及
び
后
、
世
子
の
膳
羞
の
割
亨
煎
和
の
事
を
掌
る
）」

と
あ
る
。「
煎
和
」
は
お
そ
ら
く
一
語
で
あ
り
、
鄭
玄
注
に
「
煎
和
、
斉
以
五
味
（
煎
和
は
、

斉
う
る
に
五
味
を
以
て
す
）」
と
あ
っ
て
、
孫
詒
譲
『
周
礼
正
義
』
が
「
蓋
謂
煎
熬
而
以
五

味
調
和
之
（
蓋
し
煎
熬
し
て
五
味
を
以
て
こ
れ
を
調
和
す
る
を
謂
う
）」
と
敷
衍
す
る
の
を

表 3　『斉民要術』における沸
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参
考
に
す
れ
ば
、「
割
亨
（
烹
に
通
じ
る
）」
が
、
シ
チ
ュ
ー
状
の
煮
込
み
料
理
を
意
味
す
る

の
に
対
し
、
材
料
を
炒
め
た
り
煮
詰
め
た
り
し
て
味
を
つ
け
た
料
理
を
指
す
。
要
す
る
に
、

「
煎
」
の
本
来
の
意
味
は
、少
量
の
油
か
水
で
炒
り
煮
す
る
と
い
う
可
能
性
が
高
い
。『
方
言
』

に
「
煎
、
尽
也
」、『
広
雅
』
釈
詁
に
「
煎
、
尽
也
」、「
煎
、
乾
也
」
と
あ
る
の
も
、「
煎
」

に
本
来
「
煮
詰
め
る
」
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、「
煎
」
の
用
例
を
検
討
す
る
と
、
相
当
幅
広
く
、
派
生
的
な
用
法
を
生
み
出

し
た
事
が
う
か
が
え
る
。
ま
ず
、『
荘
子
』
人
間
世
に
「
山
木
自
寇
也
、
膏
火
自
煎
也
（
山

木
は
自
ら
寇
し
、膏
火
は
自
ら
煎
す
）」
と
あ
る
の
は
、燈
火
が
燃
え
て
油
が
減
少
す
る
こ
と
、

『
韓
非
子
』
備
内
の
「
今
夫
水
之
勝
火
亦
明
矣
、
然
而
釜
隔
間
之
、
水
煎
沸
竭
尺
其
上
、
而

炎
得
熾
盛
焚
其
下
（
今
夫
の
水
の
火
に
勝
つ
は
亦
た
明
か
な
り
、
然
れ
ど
も
釜
隔
こ
れ
を
間

つ
れ
ば
、
水
は
煎
沸
し
て
尺
を
そ
の
上
に
竭
き
、
炎
は
熾
盛
す
る
を
得
て
そ
の
下
に
焚
く
）」

は
、
釜
の
湯
が
減
少
す
る
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
ら
は
原
義
の
持
っ
て
い
た
「
煮
詰
め
て
水
気

を
減
ら
す
」
の
「
減
」
が
強
調
さ
れ
た
例
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
上
に
述
べ
た
「
七
歩
の
詩
」
の
「
相
煎
」
に
戻
っ
て
考
え
る
と
、「
煎
」
の
「
煮

詰
め
る
」
意
味
に
含
ま
れ
る
、「
強
い
火
気
で
熱
す
る
」
意
味
が
強
調
さ
れ
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
白
居
易
「
大
水
」
の
「
風
巻
白
波
翻
、
日
煎
紅
浪
沸
（
風
は
白
波
を
巻
き
て
翻

り
、
日
は
紅
浪
を
煎
り
て
沸
く
）」
と
い
う
表
現
に
も
そ
の
よ
う
な
意
味
が
認
め
ら
れ
る
。

　

煮
詰
め
る
と
い
う
意
味
の
「
煎
」
は
、
薬
物
関
係
で
も
さ
ま
ざ
ま
に
用
い
ら
れ
た
。
庾
肩

吾
が
陶
弘
景
に
「
答
陶
隠
居
賚
朮
煎
啓
」
と
「
答
陶
隠
居
賚
朮
蒸
啓
」
と
い
う
礼
状
を
与
え

て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、「
朮
」
を
加
工
し
た
薬
品
に
「
朮
煎
」
と
「
朮
蒸
」
の
二
種
が
あ
っ

た
。
前
者
は
薬
草
の
朮
を
水
気
が
な
く
な
る
ま
で
煮
詰
め
た
、
ペ
ー
ス
ト
状
か
粉
末
状
の
薬

品
で
あ
ろ
う
。
唐
の
『
新
修
本
草
』
の
「
詹
糖
樹
」
に
「
煎
枝
葉
為
香
、
似
砂
糖
而
黒
（
枝

葉
を
煎
じ
て
香
と
為
せ
ば
、
砂
糖
に
似
て
黒
し
）」
と
あ
る
の
は
、
あ
る
樹
木
の
枝
葉
を
煮

詰
め
て
、
砂
糖
状
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

一
方
で
、「
煎
」
は
油
脂
と
関
連
さ
せ
て
使
わ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
陶
弘
景
の
「
本
草
集

注
序
」
に
「
薬
有
宜
丸
者
、
宜
散
者
、
宜
水
煮
者
、
宜
酒
漬
者
、
宜
膏
煎
者
（
薬
に
は
宜
し

く
丸
と
す
べ
き
も
の
有
り
、
宜
し
く
散
と
す
べ
き
も
の
有
り
、
宜
し
く
水
に
煮
る
べ
き
も
の

有
り
、
宜
し
く
酒
に
漬
け
る
べ
き
も
の
有
り
、
宜
し
く
膏
に
煎
る
べ
き
も
の
有
り
）」
と
あ

る
の
は
、
薬
品
を
膏
で
炒
め
て
加
工
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
『
新
修
本
草
』
の
「
熊
」
に
「
其
腹
中
肪
及
身
中
膏
、
煎
取
可
作
薬
（
そ
の
腹
中
の
肪
及

び
身
中
の
膏
は
、
煎
て
取
り
て
薬
と
作
す
べ
し
）」
と
あ
る
の
は
、
熊
肉
を
炒
っ
て
膏
を
取

り
出
す
こ
と
で
あ
り
、
意
味
合
い
は
違
う
が
、
作
業
と
し
て
は
似
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
煎
」
に
煮
詰
め
る
意
が
あ
る
た
め
、
そ
の
水
量
が
減
る
ま
で
湯
で
薬
物
を
煮

詰
め
続
け
る
、
と
い
う
薬
学
的
用
法
も
生
じ
る
。
今
日
日
本
語
で
も
使
用
す
る
「
煎
じ
薬
」

の
「
煎
」
で
あ
る
。
唐
宋
の
医
書
や
本
草
書
で
は
、「
煎
服
」
と
「
点
服
」
の
語
が
使
い
分

け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
同
一
の
薬
物
で
も
、
そ
の
エ
キ
ス
を
煮
出
し
て
飲
む
服
用
法

と
、
粉
末
に
し
て
そ
の
ま
ま
飲
む
服
用
法
が
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

た
だ
現
実
に
は
、
湯
が
減
る
ま
で
煮
詰
め
る
と
い
う
場
合
、「
煎
」
と
「
煮
」
が
、
区
別

さ
れ
ず
に
使
用
さ
れ
て
い
る
文
献
も
存
在
す
る
。
敦
煌
文
書
の『
不
知
名
医
方
第
六
種
残

）
12

（
注巻
』

「
以
水
二
大
升
、
煎
取
七
大
合
（
水
二
大
升
を
以
て
、
煎
て
七
大
合
を
取
る
）」
と
「
以
水
三

升
、
煮
取
七
合
（
水
三
升
を
以
て
、
煮
て
七
合
を
取
る
）」
と
い
う
二
つ
の
記
事
が
併
存
し

て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
煎
」
と
「
煮
」
は
全
く
同
義
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
に
対
す
る

説
明
と
し
て
は
、
本
来
「
煎
」
と
「
煮
」
の
意
味
が
大
き
く
重
な
る
こ
と
、
数
字
を
挙
げ
た

記
述
で
あ
っ
て
処
方
上
の
誤
解
の
余
地
が
な
い
こ
と
、
民
間
の
文
書
で
厳
密
さ
を
欠
い
た
こ

と
、
な
ど
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
述
べ
て
き
た
「
煮
」
と
「
煎
」
の
差
異
は
、次
の
事
実
か
ら
確
認
で
き
る
。「
煮
」
は
、

意
味
的
に
近
い
「
爛
」
と
連
語
を
形
成
し
、「
爛
煮
」「
煮
爛
」
と
い
う
用
例
が
確
認
さ
れ
る

が
、「
爛
煎
」「
煎
爛
」
と
い
う
表
現
は
存
在
し
な
い
。「
煎
」
は
、
煮
詰
め
る
と
い
う
語
感

を
持
つ
た
め
、「
煎
熬
」「
煎
靡
」「
煎
灼
」「
相
煎
」
等
の
連
語
が
使
わ
れ
る
が
、「
煮
熬
」「
煮

靡
」「
煮
灼
」「
相
煮
」
と
い
う
表
現
は
成
立
し
な
い
。
こ
こ
に
、
両
語
の
差
異
を
認
め
る
こ

と
は
容
易
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
陸
羽
が
『
茶
経
』
を
著
す
際
に
、「
煎
」
で
な
く
「
煮
」
を
選
び
取
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
陸
羽
の
喫
茶
法
は
、「
三
沸

）
13

（
注

」

の
原
理
に
よ
っ
て
茶
を
適
切
に
煮
る
こ
と
を
重
視
す
る
。
陸
羽
の
言
語
感
覚
で
は
、「
三
沸
」

も
し
く
は
「
沸
」
と
結
び
つ
き
や
す
い
の
は
「
煮
」
で
あ
っ
て
「
煎
」
で
は
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
、「
煎
」
は
多
義
的
で
あ
る
と
は
い
え
、「
煮
る
方
法
論
」
を
重
視
す
る

陸
羽
に
と
っ
て
は
、「
煮
詰
め
る
」
で
あ
れ
、「
強
く
煮
る
」
で
あ
れ
、
茶
に
ふ
さ
わ
し
い
表

現
と
は
思
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
つ
の
推
測
と
し
て
、
既
に
流
布
し
て
い
た

「
煎
茶
」
と
い
う
用
語
に
対
し
、
陸
羽
が
「
煮
茶
」
で
独
自
性
を
主
張
し
た
と
い
う
可
能
性

も
あ
る
。
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d　
「
烹
」
と
「
瀹
」

　

ち
な
み
に
、
茶
の
煮
方
を
表
す
唐

宋
の
語
彙
に
は
、「
烹
茶
」「
烹
茗
」

「
瀹
茶
」「
瀹
茗
」
と
い
う
も
の
も
存

在
す
る
。
た
だ
『
全
唐
詩
』
の
用
例

数
で
も
確
認
で
き
る
こ
と
だ
が
、

「
煎
」
や
「
煮
」
に
比
べ
て
使
用
頻

度
が
少
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
参
考

ま
で
に
要
点
だ
け
述
べ
る
。「
烹
」は
、

『
老
子
』
六
十
章
に
「
治
大
国
若
烹

小
鮮
（
大
国
を
治
む
る
は
小
鮮
を
烹

る
が
ご
と
し
）」
と
あ
る
よ
う
に
、

煮
て
調
理
す
る
と
い
う
、
一
般
的
な

意
味
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
、王
褒
「
僮
約
」
の
「
烹
茶
尽
具
」

が
、
茶
を
煮
る
と
い
う
記
事
の
最
古

例
で
あ
る
が
、
そ
の
割
に
唐
宋
時
期

に
は
使
用
例
が
少
な
い
。新
語
の「
煎

茶
」
や
「
煮
茶
」
に
圧
倒
さ
れ
た
形

で
あ
る
。『
全
唐
詩
』
に
「
烹
茶
」

は
五
例
、「
烹
茗
」
は
四
例
見
え
る

（
表
4
参
照
）。

　

次
に
「
瀹
」
は
、
野
菜
等
を
熱
湯

で
湯
が
く
意
で
あ
り
、
鳥
肉
、
卵
、

繭
を
茹
で
る
場
合
に
も
用
い
ら
れ
て

い
る
が
、
煮
て
そ
の
ま
ま
料
理
す
る

の
で
な
く
、茹
で
て
か
ら
引
き
上
げ
る
と
い
う
点
に
特
徴
が
あ
る
。『
儀
礼
』
既
夕
礼
に
「
菅

筲
三
、
其
実
皆
瀹
（
菅
筲
三
、
そ
の
実
は
皆
瀹
す
）」
と
あ
り
、
鄭
注
に
「
米
麦
皆
湛
之
湯

（
米
麦
は
皆
こ
れ
を
湯
に
湛ひ

た

す
）」

と
説
明
す
る
。
派
生
義
と
し
て
、

洗
い
清
め
る
意
に
用
い
ら
れ
て
い

る
例
と
し
て
、『
荘
子
』
知
北
遊

に
「
老

曰
、
汝
斉
戒
、
疏
瀹
而

心
、
澡
雪
而
精
神
（
老

曰
く
、

汝
は
斉
戒
し
、而
の
心
を
疏
瀹
し
、

而
の
精
神
を
澡
雪
せ
よ
）」
と
あ

る
。
こ
れ
は
「
疏
瀹
」
の
連
語
と

し
て
、『
文
心
雕
龍
』
神
思
の
「
疏

瀹
五
蔵
、
澡
雪
精
神
（
五
蔵
を
疏

瀹
し
、
精
神
を
澡
雪
す
）」、「
月

夜
啜
茶
聯
句
」の
顔
真
卿
の
句「
流

華
浄
肌
骨
、
疏
瀹
滌
心
原
（
流
華

は
肌
骨
を
浄
め
、
疏
瀹
し
て
心
原

を
滌
す
）」
な
ど
に
受
け
継
が
れ

る
。

　
『
全
唐
詩
』
に
「
瀹
茶
」
は
見

え
な
い
が
、「
瀹
茗
」
に
つ
な
が

る
の
は
一
例
、
李
洞
（
昭
宗
時
の

人
）
の
「
和
曹
監
春
晴
見
寄
」
に

「
蘭
台
架
列
排
書
目
、
顧
渚
香
浮

瀹
茗
花
（
蘭
台
の
架
列
び
て
書
目

を
排
べ
、
顧
渚
の
香
り
浮
び
て
茗

花
を
瀹
す
）」
と
あ
る
。

　

茶
会
の
様
子
を
詳
述
し
た
顔
真

卿
の
句
の
影
響
が
あ
る
か
否
か
は

不
明
だ
が
、「
瀹
茗
」
は
、『
荘
子
』

の
雰
囲
気
を
持
た
せ
た
雅
語
的
な

表
現
と
し
て
、後
世
使
用
さ
れ
る
。

表 4　『全唐詩』の茶詩に見える「烹」と「瀹」

図 1　煮・煎・烹・瀹の字義の体系
図 2　茶をいれる動作を表す動詞の位相



高橋 : 中国茶文化における「煎茶」の語と伝統の形成

- 77 -

結
果
と
し
て
、
茶
を
煮
る
意
の
「
烹
」
と
「
瀹
」
は
残
存
し
、
後
者
の
方
が
好
ん
で
使
用
さ

れ
た
と
い
う
見
通
し
が
な
り
た
つ
。
南
宋
の
陸
游
（1125

〜1210

）
の
茶
詩
に
お
い
て
は
、

「
瀹
茗
」
は
五
例
も
確
認
で
き
る

）
14

（
注

。

　

こ
こ
で
「
煮
」「
煎
」「
烹
」「
瀹
」
の
四
語
の
関
係
を
ま
と
め
る
と
、
概
略
は
図
1
の
よ

う
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
が
、
点
茶
法
の
「
点
」
と
泡
茶
法
の
「
泡
」
と
、
ど
の
よ
う

な
関
係
を
示
す
か
を
表
し
た
の
が
、
図
2
で
あ
る
。「
点
」
や
「
泡
」
は
、
程
度
の
差
は
あ
っ

て
も
、
よ
り
具
体
的
な
動
作
を
示
す
表
現
で
あ
り
、
口
語
的
性
格
を
帯
び
る
。
そ
の
た
め
、

詩
の
表
現
と
し
て
は
「
点
」
は
少
な
く
、「
泡
」
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
い
と
い
う
結
果

を
生
ん
だ
。四　

「
茶
」
と
「
茗
」
の
位
相

　

こ
こ
ま
で
は
、
茶
を
表
す
言
葉
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
触
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
統
計
的

に
は
「
茶
」
と
「
茗
」
の
両
語
が
圧
倒
的
に
多
い
。『
茶
経
』
一
之
源
に
は
、
茶
の
異
名
と

し
て
「
茶
」「
檟
」「
茗
」「

」「

」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
）
15

（
注

。
し
か
し
な
が
ら
、「
檟
」「

」

「

」
の
三
者
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
し
、
そ
の
一
部
は
そ
も
そ
も
茶
の
異
名

と
呼
ん
で
よ
い
か
ど
う
か
も
疑
問
が
あ
る
。
た
と
え
ば
『
全
唐
詩
』
で
「
檟
」
や
「

」
が

茶
の
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、「
茶

」
の
連
語
な
ら
三
例
ほ
ど
見
い
だ
せ
る
が
、

そ
れ
は
雅
語
的
な
表
現
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、「
茶
」
と
「
茗
」
は
、
ほ
ぼ
同
義
語
と
い
え
る
も
の
の
、
完
全
に
用
例
が
一

致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、「
緑
茗
」
と
は
言
え
て
も
、「
緑
茶
」
と
は
言
わ
ず
、

「
餅
茶
」
と
は
言
え
て
も
、「
餅
茗
」
と
は
言
わ
ず
、「
茶
果
」
の
熟
語
は
あ
る
が
、「
茗
果
」

は
無
い
。
こ
こ
か
ら
、
山
に
生
え
て
い
る
緑
の
茶
の
芽
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
場
合
は
「
茗
」、

固
形
茶
に
加
工
し
た
場
合
は
「
茶
」
で
あ
る
可
能
性
が
生
じ
る
。
一
例
か
ら
断
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
上
述
の
白
居
易
の
「
草
堂
記
」
で
の
用
字
も
そ
れ
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

も
と
よ
り
現
実
に
は
、「
茶
」
と
「
茗
」
の
区
別
が
さ
れ
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
り
、
字
義

が
大
幅
に
重
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
、
陸
羽
の
著
述
が
『
茶
経
』
と
い
う
名

を
冠
し
た
こ
と
、
ま
た
、
上
述
し
た
よ
う
に
、「
煎
茶
」
が
唐
代
に
急
速
に
流
行
し
た
語
で

あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、「
茗
」
が
六
朝
以
来
の
古
め
の
雅
語
、「
茶
」
が
古
く
か
ら

あ
る
に
せ
よ
、
唐
代
と
し
て
普
通
の
語
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
意
味
の
差
は
、「
煎
」
と
「
煮
」
の
意
味
の
差
と
微

妙
に
関
連
し
あ
う
。
そ
れ
は
、『
全
唐
詩
』
に
お
け
る
「
煎
＋
茶
」

と
「
煮
＋
茶
」、「
煎
＋
茗
」
と
「
煮
＋
茗
」
と
い
う
組
み
合
わ
せ
に

現
れ
て
い
る
。
こ
の
四
語
の
用
例
数
を
調
査
す
る
と
、
表
5
の
よ
う

に
な
り
（
詩
の
題
名
は
除
く
）、
対
象
が
「
茶
」
の
場
合
は
「
煎
」

を
使
用
す
る
傾
向
が
強
く
、「
茗
」
の
場
合
は
、「
煮
」
を
使
用
す
る

場
合
が
多
い
。「
茶
」
に
製
造
さ
れ
た
茶
や
、
飲
料
と
し
て
抽
象
化

さ
れ
た
茶
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、「
茗
」
に
茶
の
葉
の
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
こ
と
と
、「
煎
」
が
茶
を
煮
立
て
る
イ
メ
ー
ジ
、「
煮
」
が
一
般

的
に
物
を
煮
る
イ
メ
ー
ジ
に
傾
斜
し
て
い
る
こ
と
で
、
こ
の
現
象
は
説
明
が
つ
く
。
熱
湯
に

浸
す
意
味
の
「
瀹
」
が
「
茗
」
と
結
び
つ
き
や
す
い
こ
と
と
同
様
で
あ
る
。

五　
「
煎
茶
」
の
定
着
と
茶
文
化
の
伝
統
の
形
成

　

以
上
で
「
煎
茶
」
の
語
義
に
つ
い
て
は
、十
分
議
論
で
き
た
と
思
う
が
、な
ぜ
唐
代
で
「
煎

茶
」
が
優
勢
に
な
っ
た
か
、
そ
の
経
緯
と
理
由
に
つ
い
て
は
、
概
ね
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

る
。

　

一
、
唐
代
以
前
に
は
「
煎
茶
」
と
い
う
表
現
は
あ
り
得
て
も
、
熟
し
て
い
な
か
っ
た
し
、

そ
れ
が
特
定
の
喫
茶
法
を
示
す
こ
と
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
茶
飲
料
は
事
前
に
用
意

し
て
お
く
料
理
（
ス
ー
プ
）
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
特
定
の
表
現
を
必
要
と
し
な

か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

二
、
陸
羽
以
前
、
開
元
年
間
か
ら
喫
茶
が
全
国
に
普
及
し
た
が
、
こ
の
新
し
い
流
行
は
、

「
煎
茶
」
と
呼
ば
れ
た
。「
そ
の
場
で
煮
て
供
す
る
茶
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
合
い
で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

三
、
陸
羽
は
喫
茶
法
を
改
良
し
、
そ
れ
を
「
煎
」
で
な
く
「
煮
」
で
表
現
し
た
。「
さ
っ

と
沸
か
し
て
飲
む
茶
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

四
、
す
で
に
普
及
し
て
い
た
喫
茶
が
「
煎
茶
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
た
め
、
陸
羽
個
人
が
い

か
な
る
言
葉
で
表
現
し
よ
う
と
、
唐
代
の
人
か
ら
、
ま
た
後
世
の
人
間
か
ら
は
、
陸

羽
の
茶
も
「
煎
茶
」
と
呼
ば
れ
た
。
そ
れ
が
一
般
的
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

表 5　煎・煮と茶・茗の関係
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五
、
陸
羽
の
洗
練
さ
れ
た
喫
茶
法
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
茶
に
対
す
る
考
え
方
の
大
い

に
異
な
る
白
居
易
は
、「
煎
茶
」
の
語
を
用
い
た
。
な
ぜ
白
居
易
が
「
煎
」
を
好
ん

だ
か
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
解
釈
が
成
り
立
つ
。
一
つ
は
、
単
に
そ
ち
ら
の
方
が
一

般
的
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、「
煎
」
の
語
感
が
、
白
居
易

の
愛
好
す
る
茶
に
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
想
像
の
域
を
出
な
い

が
、
そ
の
場
合
、「
薬
の
よ
う
に
煮
る
茶
」
も
し
く
は
「
強
い
火
で
茶
を
さ
っ
と
煮

る
」
と
い
う
語
感
を
持
た
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

六
、
白
居
易
や
盧
仝
の
詩
に
「
煎
」
が
使
わ
れ
た
こ
と
が
、
後
世
の
茶
詩
に
影
響
を
与
え

た
。

　

七
、皮
日
休
・
陸
亀
蒙
の
よ
う
に
、陸
羽
を
継
承
す
る
と
自
負
し
て
い
た
場
合
は
、「
煮
茶
」

と
い
う
題
の
詩
を
作
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
こ
れ
で
理
解
で
き
る
。

　

そ
の
後
、「
煎
茶
」

と
い
う
言
葉
は
、
中
国

の
喫
茶
文
化
史
に
お
い

て
、
重
要
な
意
味
を

も
っ
て
使
用
さ
れ
続
け

る
。
宋
代
に
は
、
一
方

で
は
「
点
茶
」（「
分
茶
」

と
も
呼
ば
れ
る
）
と
対

比
し
て
、「
煎
茶
」
が

使
用
さ
れ
る
。
こ
の
場

合
は
、
原
則
と
し
て
唐

代
以
来
の
伝
統
的
な
喫

茶
法
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
一
方
で
は
、

「
煎
茶
」が
広
く「
喫
茶
」

の
意
味
で
用
い
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
。
南
宋
の

陸
游
（1125

〜1210

）

は
百
首
を
超
す
茶
詩
を

書
き
残
し
、
唐
代
の
詩

の
表
現
を
踏
ま
え
つ

つ
、
独
自
の
茶
の
世
界

を
構
築
し
て
い
る
。
表

6
に
は
、「
煎
」と「
煮
」

表 6　陸游の茶詩に見える「煮」と「煎」
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を
用
い
た
例
の
み
を
示
す
が
、「
煎
」
の
ほ
う
が
「
煮
」
よ
り
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
こ
で
描

か
れ
て
い
る
、
自
宅
や
寺
院
や
茶
店
で
飲
む
茶
が
、
ど
の
よ
う
な
手
順
で
飲
ま
れ
て
い
る
か

は
、
厳
密
に
は
知
り
得
な
い
が
、
時
代
や
地
域
や
茶
の
種
類
か
ら
考
え
る
と
、
多
く
は
点
茶

法
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

）
16

（
注

。
つ
ま
り
、「
点
茶
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
煎
茶
」
の
語

を
用
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

後
に
明
代
に
な
る
と
、
陸
游
の
住
ん
だ
浙
江
を
中
心
に
、
文
人
茶
の
文
化
が
高
揚
を
見
せ

る
が
、
彼
ら
は
泡
茶
法
（
茶
葉
に
湯
を
か
け
て
だ
す
喫
茶
法
）
で
喫
茶
を
行
い
つ
つ
も
、
詩

文
の
上
で
は
自
ら
の
茶
を
「
煎
茶
」
と
呼
ん
で
い
く
。
彼
ら
が
尊
敬
し
て
や
ま
な
い
陸
游
が
、

「
点
茶
」
を
「
煎
茶
」
と
呼
ん
だ
故
知
に
な
ら
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
表
7
は
全
唐
詩
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
「
煎
」「
煮
」「
烹
」「
瀹
」
の
数
と
比
率

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
白
居
易
は
、
唐
で
最
大
数
の
茶
詩
を
著
し
た
作
家
と
し
て

挙
げ
て
い
る
。
蘇
軾
（1037

〜1101

）
と
黄
庭
堅
（1045

〜1105

）
は
、
北
宋
の
茶
詩
の

代
表
と
し
て
挙
げ
た
が
、
南
宋
の
陸
游
の
茶
詩
の
圧
倒
的
な
数
に
は
及
ば
な
い
。
こ
れ
を
見

る
と
、
唐
詩
で
は
拮
抗
し
て
い
た
「
煎
」
と
「
煮
」
の
比
率
が
、
白
居
易
で
は
「
煎
」
が
圧

倒
的
に
多
く
、
陸
游
も
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
蘇
軾
は
「
烹
」、
黄
庭
堅
は
「
煮
」
が
多
い
こ

と
が
わ
か
る
。

　

表
8
は
、
同
様
の
調
査
を
「
茶
」
と
「
茗
」
に
つ
い
て
行
っ
た
結
果
で
あ
る
が
、
そ
の
比

率
の
変
遷
は
、
表
7
と
奇
妙
に
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
表
だ
け
か
ら
結
論
づ
け
る
こ
と

は
難
し
い
が
、
唐
代
に
お
い
て
「
煎
茶
」
の
用
語
を
好
ん
で
意
識
的
に
使
用
し
た
白
居
易
の

茶
詩
の
発
想
が
、
南
宋
の
陸
游
の
茶
詩
に
最
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
仮
説
が
成
り
立

つ
。

　

唐
の
茶
詩
、
特
に
白
居
易
の
茶
詩
が
、
蘇
軾
等
を
経
て
、
陸
游
に
継
承
さ
れ
る
と
い
う
問

題
は
、
そ
の
変
質
し
た
部
分
も
含
め
、
茶
の
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
と
い
う
角
度
か
ら
、
さ
ら
に

詳
細
に
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
稿
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。

注

1　

筆
者
は
い
く
つ
か
の
著
述
に
お
い
て
、
中
国
喫
茶
文
化
の
展
開
を
概
観
す
る
試
み
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
最
新
の
見
解
は
、「
中
国
喫
茶
史
」（『
講
座　

日
本
茶
の
湯
全
史
Ⅰ
中
世
』
茶
の
湯
文
化
学
会

編　

思
文
閣　

二
〇
一
三
）
所
収
に
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2　

こ
の
箇
所
は
難
解
で
あ
る
が
、
王
褒
が
知
り
合
い
の
未
亡
人
の
た
め
に
書
い
た
、
そ
の
従
僕
が
す
る

べ
き
仕
事
を
列
挙
し
た
契
約
書
（
た
だ
し
戯
文
）
で
あ
る
。
字
に
異
同
が
あ
る
が
、『
駢
体
文
鈔
』

の
復
元
（
こ
の
部
分
は
『
古
文
苑
』
と
『
初
学
記
』
に
基
づ
く
）
に
よ
っ
た
。
こ
こ
の
意
味
は
難
解

で
あ
る
が
、「
断
蘇
切
脯
、
筑
肉

芋
。
膾
魚

、
烹
茶
尽
具
。
已
而
蓋
蔵
、
関
門
塞
竇
」
と
あ
り
、

種
々
の
宴
席
の
準
備
で
の
最
後
に
「
烹
茶
」
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
、「
尽
具
」
は
茶
の
準
備
だ
け

で
な
く
全
体
に
か
か
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
尽
具
」
は
同
義
語
を
重
ね
た
語
で
、
こ
こ
で
は
遺
漏

無
く
済
ま
せ
る
意
と
と
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
前
後
の
文
意
は
、
宴
会
の
時
に
は
、
食
材
を
準
備

し
、
魚
肉
の
各
種
の
料
理
を
し
、
あ
わ
せ
て
茶
を
煮
、
そ
れ
ら
全
て
を
成
し
遂
げ
る
、
宴
会
が
済
ん

だ
ら
、
器
物
を
す
べ
て
片
付
け
て
容
器
に
し
ま
い
、
戸
締
ま
り
を
し
っ
か
り
す
る
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。
短
文
で
あ
る
が
、
茶
が
宴
席
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

3　

こ
こ
で
は
細
か
く
論
じ
な
い
が
、『
茶
経
』
七
之
事
は
、
陸
羽
が
茶
文
化
の
正
統
性
を
証
明
す
る
た

め
に
編
纂
し
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
東
晋
時
期
に
喫
茶
文
化
が
確
立
し
て
い
た
と
い
う
主
張
を
行
っ

表 7

表 8
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て
い
る
。
た
だ
し
、
本
来
の
資
料
で
「
菜
果
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
「
茶
果
」
に
書
き
換
え
て
い

る
形
跡
も
あ
り
、
全
て
が
客
観
的
な
資
料
だ
と
は
い
い
き
れ
な
い
。
な
お
、
陸
羽
と
『
茶
経
』
全
般

に
つ
い
て
は
、『
陸
羽
『
茶
経
』
の
研
究
』（
熊
倉
功
夫
・
程
啓
坤
編
著　

宮
帯
出
版
社　

二
〇
一
二
）、

『
現
代
語
で
さ
ら
り
と
読
む
茶
の
古
典　

茶
経
・
喫
茶
養
生
記
・
茶
録
・
茶
具
図
賛
』（
高
橋
忠
彦　

淡
交
社　

二
〇
一
三
）
参
照
。『
茶
経
』
の
成
立
は
761
年
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
七
之
事
な
ど

は
後
に
（
775
年
頃
）
補
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

4　
『
広
雅
』
は
三
国
魏
の
張
揖
が
編
ん
だ
『
爾
雅
』
の
系
統
の
字
書
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ

う
な
長
文
の
記
事
は
あ
り
得
ず
、
実
際
、
現
行
本
に
は
見
え
な
い
。
こ
の
資
料
が
何
に
基
づ
く
か
は

不
明
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
南
北
朝
時
代
の
資
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

5　

陶
弘
景
の
「
本
草
集
注
序
」
に
見
え
る
『
桐
君
採
薬
録
』
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

6　

唐
代
以
前
の
文
学
作
品
に
は
茶
が
描
か
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
特
に
詩
に
お
い
て
は
、
二
三
の
例
し

か
認
め
ら
れ
な
い
。こ
れ
も
、茶
が
文
化
的
に
重
要
な
存
在
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。『
茶

経
』
に
引
く
文
学
作
品
は
、
左
思
の
「
嬌
女
詩
」、
張
載
の
「
登
成
都
楼
詩
」、
傅
巽
の
「
七
誨
」、

弘
君
挙
の
「
食
檄
」、
孫
楚
の
「
出
歌
」、
茶
を
題
と
し
た
の
は
、
杜
育
の
「

賦
」、
鮑
令
暉
の
「
香

茗
賦
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら
で
ほ
ぼ
尽
き
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

7　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
全
唐
詩
分
析
系
統
』（
北
京
大
学
数
拠
分
析
研
究
中
心
・
北
京
燕
歌
行
科
技
有
限

公
司
）
を
用
い
て
検
索
し
た
。

8　
『
洛
陽
伽
藍
記
』
に
「
肅
初
入
国
、
不
食
羊
肉
及
酪
漿
等
物
、
常
飯
鯽
魚
羹
、
渴
飲
茗
汁
。
京
師
士
子
、

道
肅
一
飲
一
斗
、
号
為
「
漏
卮
」。
経
数
年
已
後
、
肅
与
高
祖
殿
会
、
食
羊
肉
酪
粥
甚
多
。
高
祖
怪
之
、

謂
肅
曰
「
卿
中
国
之
味
也
。
羊
肉
何
如
魚
羹
茗
飲
何
如
酪
漿
」
肅
対
曰
「
羊
者
是
陸
産
之
最
、
魚
者

乃
水
族
之
長
。
所
好
不
同
、
并
各
称
珍
。
以
味
言
之
、
甚
是
優
劣
。
羊
比
斉
、
魯
大
邦
、
魚
比

、

莒
小
国
。
唯
茗
不
中
与
酪
作
奴
」。
高
祖
大
笑
、因
挙
酒
曰
「
三
三
横
、両
両
縦
、誰
能
辨
之
賜
金
鍾
」。

御
史
中
尉
李
彪
曰
「
沽
酒
老
嫗
瓮
注

、
屠
児
割
肉
与
秤
同
」。
尚
書
右
丞
甄
琛
曰
「
呉
人
浮
水
自

云
工
、
妓
児
擲
縄
在
虚
空
」。
彭
城
王
勰
曰
「
臣
始
解
此
字
是
習
字
」。
高
祖
即
以
金
鍾
賜
彪
。
朝
廷

服
彪
聡
明
有
智
、
甄
琛
和
之
亦
速
。
彭
城
王
謂
肅
曰
「
卿
不
重
斉
魯
大
邦
、
而
愛

莒
小
国
」。
肅

対
曰
「
郷
曲
所
美
、不
得
不
好
」。
彭
城
王
重
謂
曰
「
卿
明
日
顧
我
、為
卿
設

莒
之
食
、亦
有
酪
奴
」。

因
此
復
号
茗
飲
為
酪
奴
。
時
給
事
中
劉
縞
慕
肅
之
風
、
専
習
茗
飲
、
彭
城
王
謂
縞
曰
「
卿
不
慕
王
侯

八
珍
、
好
蒼
頭
水
厄
。
海
上
有
逐
臭
之
夫
、
里
内
有
学
顰
之
婦
、
以
卿
言
之
、
即
是
也
」。
其
彭
城

王
家
有
呉
奴
、
以
此
言
戯
之
。
自
是
朝
貴
宴
会
、
雖
設
茗
飲
、
皆
恥
不
復
食
、
唯
江
表
残
民
遠
来
降

者
好
之
。
後
蕭
衍
子
西
豊
侯
蕭
正
徳
帰
降
時
、
元
義
欲
為
之
設
茗
、
先
問
「
卿
於
水
厄
多
少
」。
正

徳
不
暁
義
意
、
答
曰
「
下
官
生
於
水
郷
、
而
立
身
以
来
、
未
遭
陽
侯
之
難
」。
元
義
与
挙
坐
之
客
皆

笑
焉
」
と
あ
り
、
北
魏
で
は
一
般
に
茶
は
「
茗
飲
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、「
漏
卮
」「
酪
奴
」「
水
厄
」

と
も
呼
ば
れ
て
、
侮
辱
の
対
象
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

9　

陸
羽
は
安
史
の
乱
を
避
け
て
、
760
年
に
湖
州
に
赴
き
、
貴
顕
や
文
人
と
交
流
を
深
め
た
。
特
に
、
773

年
に
顔
真
卿
が
湖
州
刺
史
と
し
て
赴
任
す
る
と
、
そ
の
庇
護
の
元
に
類
書
『
韻
海
鏡
源
』
の
編
纂
に

参
画
し
た
。
七
之
事
の
資
料
は
そ
の
際
に
収
集
し
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

10　
『
新
唐
書
・
芸
文
志
』
は
「
煎
茶
水
記
」
に
作
る
が
、書
名
と
し
て
は
、も
と
「
水
説
」（
温
庭
筠
「
甫

里
先
生
伝
」、『
白
氏
六
帖
』「
茶
」、『
新
唐
書
』
陸
亀
蒙
伝
）
も
し
く
は
「
水
経
」（
葉
清
臣
「
述
煮

茶
泉
品
」、『
太
平
広
記
』
399
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

11　

白
居
易
の
茶
詩
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
全
作
品
を
訳
出
し
た
。「
唐
宋
茶
詩
訳
注
6　

白
居
易
の
茶

詩
（
上
）」（「
茶
の
湯
文
化
学
」
18
）、「
唐
宋
茶
詩
訳
注
7　

白
居
易
の
茶
詩
（
中
）」（「
茶
の
湯
文

化
学
」
19
）、「
唐
宋
茶
詩
訳
注
8　

白
居
易
の
茶
詩
（
下
）」（「
茶
の
湯
文
化
学
」
20
）
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
の
で
参
照
。

12　
『
敦
煌
医
薬
文
献
輯
校
』（
馬
継
興
等
編　

江
蘇
古
籍
出
版
社　

一
九
九
八
）
に
よ
る
。

13　

厳
密
に
い
え
ば
、
陸
羽
の
「
三
沸
」
と
他
の
料
理
書
や
薬
学
書
で
使
わ
れ
る
「
三
沸
」
は
意
味
が
こ

と
な
る
。
前
者
は
、
沸
騰
ま
で
を
三
段
階
に
分
け
た
も
の
で
、
第
三
沸
は
沸
騰
を
意
味
す
る
。
後
者

は
、
沸
騰
し
て
か
ら
、
二
、
三
回
ぐ
ら
っ
と
沸
き
た
た
せ
る
こ
と
を
い
う
。
陸
羽
は
、
伝
統
的
な
用

語
を
使
い
な
が
ら
、
独
自
の
意
味
で
定
義
づ
け
て
、
厳
密
な
用
語
に
仕
立
て
た
の
で
あ
る
。

14　

陸
羽
の
崇
拝
者
た
る
皮
日
休
の
「
茶
中
雑
詠
序
」
に
「
然
季
疵
以
前
稱
茗
飲
者
必
渾
以
烹
之
、
与
瀹

蔬
而
啜
者
無
異
也
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
陸
羽
以
前
の
喫
茶
法
が
、「
瀹
蔬
」
す
な
わ
ち
野
菜
を
茹

で
る
よ
う
な
雑
な
も
の
だ
と
言
っ
て
お
り
、「
瀹
」
が
雅
な
る
用
法
だ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。

な
お
、
陸
游
の
茶
詩
に
お
け
る
「
煎
」
と
「
煮
」
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
表
5
参
照
。「
瀹
茗
」
は
、

「
与
児
孫
同
舟
泛
湖
至
西
山
旁
憩
酒
家
遂
詠
任
氏
茅
庵
而
帰
」、「
伏
中
官
舍
極
涼
戯
作
」、「
歳
晩
懐

故
人
」、「
戯
詠
山
家
食
品
」、「
新
泉
絶
句
二
首　

其
二
」
に
見
え
る
。

15　
『
茶
経
』
に
お
け
る
五
種
の
茶
の
異
名
に
つ
い
て
は
、『
現
代
語
で
さ
ら
り
と
読
む
茶
の
古
典　

茶
経
・

喫
茶
養
生
記
・
茶
録
・
茶
具
図
賛
』p.17

〜p.19

参
照
。
要
点
を
述
べ
れ
ば
、「
茶
」
は
古
く
か
ら

存
在
し
た
「
荼
」（
苦
菜
の
意
）
が
、ツ
バ
キ
科
の
茶
に
限
定
的
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
。

「
檟
」（
ひ
さ
ぎ
）
は
、
茶
と
無
縁
の
語
で
、
陸
羽
が
誤
解
し
た
だ
け
の
も
の
。「

」
は
、
四
川
の

方
言
で
香
草
を
意
味
し
た
ら
し
い
。「
茗
」
は
、
長
江
下
流
域
で
の
使
用
例
が
目
立
つ
が
、「
茶
」
の

同
義
語
と
し
て
古
く
か
ら
使
用
さ
れ
た
。『
茶
経
』
一
之
源
が
引
く
楊
雄
『
方
言
』
に
よ
れ
ば
、
早
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く
摘
ん
だ
も
の
を
「
茶
」、
遅
く
摘
ん
だ
も
の
を
「
茗
」
と
い
う
と
あ
る
が
、
確
実
で
は
な
い
。「

」

は
お
そ
ら
く
「

」
と
同
系
統
の
語
で
、
茶
の
四
川
方
言
か
。

16　

表
5
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
全
宋
詩
分
析
系
統
』（
北
京
大
学
数
拠
分
析
研
究
中
心
・
北
京
燕
歌
行

科
技
有
限
公
司
）
を
用
い
て
検
索
し
た
。
陸
游
は
、
茶
の
産
地
で
あ
る
四
川
に
も
赴
任
し
て
い
る
が
、

晩
年
に
は
故
郷
の
山
陰
会
稽
（
浙
江
紹
興
）
に
住
し
た
。
会
稽
山
こ
そ
は
、
草
茶
（
高
級
な
葉
茶
）

で
あ
る
日
鋳
茶
の
産
地
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
は
提
挙
武
夷
山
冲
祐
観
と
し
て
、
定
期
的
に
北
苑
茶

を
入
手
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
宋
を
代
表
す
る
二
大
名
茶
を
愛
飲
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

彼
の
作
品
と
い
わ
れ
る
「
斎
居
紀
事
」
は
草
茶
を
点
茶
で
飲
む
方
法
を
述
べ
た
文
章
で
あ
る
。
北
苑

団
茶
は
、
当
然
点
茶
で
飲
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。


